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特別セッション  

数理断固モデル臆よる家庭冨み処瑠システムの魔造化  

‡a  
学   

鳳。はじめ払こ   

舐が固における一般廃棄物の絹戯出藍は蜃年増加を続け、ごみ問題は金団各地で塵要  
な詐過となっている。本研究にお帰ては、札幌市の家庭ごみ処理システムを対象として、  
ごみ服簸輸送計画闘題等に敦噂計画嶺適陀菟デルを適用して分析する。  

望。費超ごみ収集放送ロス恥感か化龍デル   

札幌市の家庭ごみの中心ば一般ごみ（的769＄）であり、滑椿事禍所（g邸＝√ん・・刀）所管する  
収換地区（ノ∈ダ＝JJ，…，岬カで排出される家庭ごみが滑蹄Ⅱ場（蛮認＝路・‥，刃）へ収集輸送され  
焼却後、焼却灰が埋立地（J∈凪＝√J，2，ガ〉まで輸送されるまでの総収銀輪送費用が最小とな  
るフローを月別（臆打＝（1，…，且2〉）に求めるモデルを定式化する。  
（変数）   

∬β＝ノ収集地区から友滑絡Ⅱ場へのg用における収鼻輪送ごみ量，ノ釘，監厨，庭訂   
‰：た滑蹄工場において才用からg＋1月に持ち越されるごみ量．展認，疋訂   
z仙：た滑蹄Ⅱ覗からJ埋立地へのg周における輸送焼却灰塵．良∈厨，g∈凪，広澤  

（パラメータ）   

拘：♂滑終審務所の所管するノ服銀地区のごみ収袋恵が、g滑勝率沸所のごみ総収集量  
に品める糾合（ごみ収集剖合），・g∈♂，ノ∈♂  

軍勒＝且 g田   
（凰〉  

ノ∈ノ  

（耐約典侍）  

（a）収集地区別家庭ごみ処理藍耐約  

∬β＝藍姉   脚，庄ア  （2）  

鶴：g滑勝率鶴駒岡管の金収集地区の才j削こおける収鎧袖過ごみ患、経机綻甜  
（b〉滑掃工亀馴こおけるごみ処理盟と焼却灰の関係を衷ず条件  

∑z仙＝劉甑＋ぶ如＋y加－l－y丘）  た甜，疋『   （3）  

J∈L     ぶ如：良滑絡Ⅱ囁のg周における薗記搬入ごみや粗大ごみの受入凰良∈勘頗訂  

尻：ごみ塞と焼却灰のバランス係数  
（C）滑蹄工場のごみ焼却能力耐約  

＆甜，妊釘  
芝∬ルり佃一九′≦咤・－ぶ血  

四〉  

軋：た滑絡工場のg用におけるごみ焼却能九 良∈勘踵訂  
（d）翻工持ち凱職量的   

麒，疋『   （5卜  

の如：＆滑鼎Ⅱ場のJ周における翌月への持ち越し可能ごみ盆．展認，広㌢  
（e）埋立地に萎咤昂焼却灰受入能力制約  

冨∑ち〟≦叫  
山戸だIFγ  

経過   

叫：J埋立地における当該年度の埋立可能凰g∈軋  

（6）  

（団的関数）  

Mimimize  冨  
ノ∈ノ   農芸Aノみ＋盈盈触′＋霊芝霊緑地                           丘∈gJ∈⊥J∈r  

鶴‥J収集地区からた滑紛Ⅱ囁へのごみ単位畠当たり収集輸送家風ノ凱旋厨  

吼：艮滑蹄Ⅱ場におけるごみ単位畠当たりの持ち越し替用．蛮認  
吼．：＆滑絡Ⅱ場からg埋立地への焼却灰単位患当たり輸送譜ダ軌＆∈g，J∈凪  

一皿60－  
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計算結果  
平成5年度の実績値と比較すると、総費用は輸送先の変更による収集輸送費用の減少に  
よって約14％（9億円）減少する。  

3。最適ごみ収集割合決定モデル分析  

総収集輸送費用をさらに削減する方法として、ごみ単位圭当たりの収集輸送費用の小さ  
い地区のごみ収集量を増加するか、収集輸送費用の大きい収集地区の収集量を減少させる  
ことが有効と考えられる。清掃事務所所管の収集地区の線引きを変更し、総収集輸送費用  
を最小化する収集地区のごみ収集量（収集割合）と収集輸送計画を決定するモデルである。  
ごみ収集封合の設定  

磁蒜㌔据輸送費用が地域内で最大の収竺地区のごみ収集品合  
●        X惣1へ員  

（7）  

J．：清掃事務所所管の収集地区の添字集合  
（b）Min－M加法：最小収集輸送費用が地域内で最小の収集地区の割合を増加させる方法。  

mln慢押へ々  
（8）  

ノ已Ji       最適ごみ収集割合決定モデル 

（変数） ズル，‰，Z肋：家庭ごみ収集輸送コスト最小化モデルに同じ。  
β∫：清掃事務所所管地域内における収集地区の収集都合の変化量  

制約条件）  

約鮒式（3）～式（6）  

荘J  
是曾ヴ＝J  

（9）  

％＝布＋β∫   左J爪：ノ収集地区がごみ集割合の移管先のとき  

＝勒－8∫  尉椚：ノ収集地区がごみ集割合の移管元のとき  

＝鞠  ：ノ収集地区が上記以外のとき  

勒‥f清掃事務所，ノ収集地区の収集割合．J椚‥変更対象となる清掃事務所の集合  
（C）収集地区別家庭ごみ処理量制約  

何，伝r  
嘉ズヵ＝言輌ダ  

（10）  

尺舟：清掃事務所所管の全収集地区の月における収集輸送ごみ皇  

（d）上下限制約  

且≦8‘≦β‘  
f∈J  （11）  

（目的関数）式（7）  

計算結果  
地区ト→ヱ、地区4→5、地区7→8、地区11⊥1Z、地区15→16、地区17→18の6つの地区に  
ついてモデルを適用した結果、総収集輸送費用は5．，ヰ56．998535用とな・り、家庭ごみ収集輸  
送コスト最小化モデルより約0．77乳減少する。パラメータは、地区7→8（8－）を除き全て上  
限値をとる。収集曜日が同－のため自由変数であるβ．，は－0．09が最適値となる。  

4。まとめと今後の課題  

札幌市のごみの収集輸送計画を変更することにより、’ごみ収集輸送費用の大幅な削減が  
可能であることがわかる。最適ごみ収集割合決定モデルによる分析では、ごみ収集割合の  
最適な変更により、収集輸送費用がさらに削減可能であることが明らかとなる。ごみ量の  
季節変動・不確実性をモデルに導入することにより、予測ごみ量に最も適合度が高い現実  
的な収集輸送計画の策定について考察することが有用と考える。清掃工場整備計画モデル  
の構築によりトータルなごみ処理システムモデルを構築する■ことが今後の課逸である。  
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